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研究報告 平成 29 年度 建築分野 No.５ 

山口半六が受けた建築教育と近代日本の産業基盤形成に果たしたその役割

に関する研究 

Hanroku Yamaguchi’s Study at the École Centrale des Arts et Manufactures in Paris and its Impact on 

Industrial Development of Modern Japan 

鹿児島大学 教授 木方 十根 

 

（研究計画ないし研究手法の概略）                                   

研究計画 

 本研究では、山口半六（安政 5・1858 年〜明治 33・1900 年）が、留学先パリのエコール・サント

ラル（École Centrale des Arts et Manufactures, 以下 ÉCAM）で受けた建築教育および卒業後の研修の

実態を明らかにし、彼が帰国後たずさわった産業基盤施設建設へのその反映の検証を通して、近代

初頭の建築教育の社会的な波及性について考察した。山口は文部省技師として学校建築を手がけた

日本近代最初期の建築家として知られる。山口が大学南校卒業後、留学生として学んだ ÉCAM は、

卒業生 G.エッフェルらの名とともに、工学理論と実践との統合を目指した先進的な建築教育を行っ

たことで知られる。また山口の卒業後の研修先は「工業中央専門学校（ÉCAM）ノ教授ミューレル

氏ノ煉瓦製造所1」であった。ミューレル氏こと Émile Muller（1823〜1889）は、世界初の労働者住

宅団地であるミュルーズ労働者都市（la cité ouvrière de Mulhouse）の設計者で、1864 年より ÉCAM

の教壇に立ち、衛生設備設計や建築材料の製造を含む、画期的な建築教育を実施した。  

 山口は帰国に勤務した文部省を休職後、大阪・桑原工業所勤務（1894〜）、自身の事務所の設立

（1899）を通し産業界での建設活動に関与した。そして日本精糖株式会社（大阪）、毛斯綸紡績株

式会社（大阪）などの産業施設の設計に携わった。こうした関西産業界における山口の業績の解明

を通し、山口が受けた建築教育が日本の産業基盤形成に果たした役割を明らかにする。 

研究手法 

[① 山口半六が受けた建築技術教育の背景] 

 まず山口の経歴を精査し(1-1)山口がÉCAMで学修するに至った経緯、(1-2)ミュレが経営し山口の

卒業後の研修先であった煉瓦製造工場（Grande Tuilerie d'Ivry）の活動や山口の研修成果との関係、

以上について調査した。(1-1)では同じくÉCAMで学んだ古市公威に関する研究など既往研究を参考

にしつつ整理した。(1-2)は日本での調査研究では解明が困難であり、パリでの現地調査を行った。 

[② エコール・サントラルにおける建築技術教育に関する研究] 

 英語・仏語で公刊されている研究書および論文を渉猟するとともに、本課題に関する仏本国の博

士論文等を閲覧し既往研究を整理した。また山口が在籍した当時のカリキュラムや山口の履修状況

などの調査を、ÉCAMの後身校・Centrale Supélec2から関連資料の提供を受けて確認した。またミュ

ーレルによるものを含む建築関連の講義資料を、1）東京大学工学部図書館所蔵の古市公威文庫3、

2）エコール・サントラル史料（Archives d’École Centrale des Arts et Manufactures, 2017年にCentrale 

Supélecからフランス国立公文書館：Archives Nationales に移管4）にて収集し、主要科目について内

容の分析を行った。 

[③ 山口半六帰国後の産業基盤施設の建設とその影響に関する研究]  



2/5 

 

 山口半六の関与が記録されている産業基盤施設の実態を、文献・資料調査および地図情報等の分

析により明らかにした。文献・注 1 に記載のある対象施設のうち、本研究では「日本精糖株式会社

工場（在大阪）」「汽車製造株式会社（在大阪）」「毛斯綸紡績株式会社（在大阪）」を重点対象

とし、各社の社史、業界誌（工業之日本等）、郷土史資料、古地図等を渉猟し、施設の実態を明ら

かにした。 

 

（実験調査によって得られた新しい知見）                                         

[① 山口半六が受けた建築技術教育の背景：山口の留学と研修の経緯の把握] 

 (1-1)山口の履歴については、沖野忠雄により同時代にまとめられた文献・注１のほか、中村

（1980）5、坂本（1980）6、山本（1994）7 、石田（1996）8、土木図書館（2004）9など既往研究を

参照し、松江藩雇仏人教師アレキサンドルによる語学教授に始まり、マイヨら東京開成学校仏人教

師の影響などの背景を整理した。 

(1-2)山口の師・ミュレの業績については Alcide Couvet による同時代の紹介（1889）10のほか、

Hamon11,12, Belhoste13による既往研究により、かなりの詳細が明らかとなった。ミュレは 1864 年、

建設分野において初の母校出身教授に選任された人物で、労働者住宅に関する実践と研究、耐久性

に優れ経済的な建設資材でもあるセラミックの開発など、ÉCAM 創設者が理想とする技術者像を体

現した人物と評されている（Hamon・注 12）。 

山口の研修先であった煉瓦製造工場（Grande Tuilerie d'Ivry）については、2009 年に工場が立地し

たパリ郊外・イヴリー市の公文書館によって企画展が開催されており14、同館において企画担当者

と会談し、展示カタログなどの関連資料の提供を受けた（図 1）。そのほか、工場跡地を現地視察

し、立地環境を把握したほか、同工場の製品を使用した建築物の実例の現地調査（図 2）、同社の

製品カタログ15、1878 年、1889 年の万博での出品状況に関する資料調査16を行った。 

 

[② エコール・サントラルにおける建築技術教育に関する研究] 

ÉCAM の建築教育の全容については、エコール・サントラル史料の整理・デジタル化の作業とと

もにまとめられた Hamon の博士論文（パリ第四大学, 文献・注 11）に整理されている。本研究の調

査で INHA17に収蔵されている同論文を現地にて閲覧・複写した。本研究は独語で出版され、英語日

図 2, La maison des Chardons 
 (C. Klein/ É. Muller),  

2 rue Éugène Manuel, Paris, 1903. 
2018年 3月 12日筆者撮影 

図 1, ミュレの煉瓦製造工場（Grande Tuilerie d'Ivry）の外観（上）, 
同・配置略図（下）, 文献・注 14 より転載 
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翻訳出版されている U. Pfammatter(2000)、あるいは V. Negré (2011)18, Lambert et Thibault (2011)19 と

いった他の建築教育機関との比較研究においても参照されている基本文献であることを確認した。 

 実際の ÉCAM の教育講義資料の収集と分析については、ミュレの「民生建築」（Constructions 

civiles）、デミミュ（R. Demimuid）の「建築要素」（Éléments d’architecture）、ブーティリエ(A. 

Boutillier) の「公共事業」（Travaux Publics）の建設工学分野の三授業についての講義ノートおよび

図版集を、山口らが受講した学期のものを中心に、東京大学およびフランス国立公文書館にて収集

した。このうち最も重要であるミュレの「民生建築」（Constructions civiles）については、古市によ

るノートの読解と分析を進め教育内容の全容を把握した。本科目は 1877 年 9 月 3 日に開講し、1878

年 5 月 11 日の最終回までの５２講からなり、その内容は「建築材料」（etude des matériaux de 

construction）、「構法」（charpante）、「建築要素及び建築史」（elements d’architecture et 

historique）、「居住施設および産業施設」（etude des locaux d’habitation et des locaux d’industriels）、

「住宅衛生学」（hygiene de l’habitation）、「施工管理、積算、契約諸手続等」（direction des 

chantiers, devis, cahier des charges, etc.）といった分野に亘るもので、広範囲かつ極めて実務的な内容

を特徴とするものであることが明らかとなった。「建築材料」では、冒頭に石材の物理的特性が凍

害（gélivité）などの欠点とともに講じられ、ミュレが開発していたセラミック素材によるその代替

を方向付ける内容であった。その他、モルタル（コンクリート）、ガラス、セラミック、木材、金

属、塗料、造作材などの物理的・化学的特性およびその使用方法について講ぜられた。「構法」で

は、木造架構、鉄骨架構、混構造架構などが、実在する事例の紹介とともに講ぜられた。「建築要

素および建築史」では、建築の原則が、用・強・美（de la comodité, de la solidité, and de la beauté）に

基づき説明され（第 29 講）、このうち「美」について、ミュレは「美の構成を与え、示唆するもの

は、如何なる法や先見でもない。芸術の礎は真実である。（‘Il n'y a ni loi ni précepte à donner ou sujet 

de ce qui constitué le beau. La base de l'art est la verité.’）」と述べ（第 30 講）、近代的な建築観を持っ

ていたことが確認された。「居住施設および産業施設」では、倉庫、ドック、紡績工場、織物工

場、公共浴場と洗濯場、病院とホスピス、住宅及び労働者住宅が取り上げられた。本項は明らかに

産業基盤形成に特化した内容であり、ミュレ、あるいはエコール・サントラルの建築教育の特質を

最も端的に表す内容である。それぞれの施設内容は、定量的根拠を含む客観的設計条件から説明さ

れ、経済性をも考慮して計画設計すべきことが講じられた。労働者住宅に関する講義（第 47 講）

では、その発達の歴史と自らが設計したミュルーズ労働者都市の成果が紹介され、「主要な概念

は、労働者による土地所有という原理、労働者のモラル向上を動機づける制度、である。

（‘L’idee première est de rendre l’ouvrier propriétaire, et cette institution a agit sur la situation morale des 

ouvriers.’）」と、その最も重要な概念が確実に教授された。これは我が国への住宅計画理論の伝播

としては最初期の事例であり、歴史的に重要な知見である。 

 

[③ 山口半六帰国後の産業基盤施設の建設とその影響に関する研究]  

・日本精糖株式会社（大阪・1898 年竣工）20 

 本工場は、沖野忠雄が参画した淀川河川改修によって安定化した淀川沿岸に立地し、山口は鉄骨

煉瓦造・1,980 ㎡の工場建築を設計した。同社の第二回・第三回報告書21より山口が所属した桑原工

業事務所の関与の経緯や業務内容を明らかにした。また同工場の建築構成がミュレの講義資料在中

の工場建築の事例集と類似すること、淀川沿岸の護岸の形状が前述のミュレの煉瓦工場あるいはブ
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ーティリェの講義資料に見られる運河の断面形状と類似することなど ÉCAM の教育との関連を伺わ

せる事項を見出した。 

・汽車製造合資会社（大阪・1897 年竣工）22 

 本工場も淀川河川改修によって安定化した安治川沿岸に立地する。ここでは山口は 330 ㎡の煉瓦

造二階建の本社屋を設計した。この建物は「側石、窓入口廻り、軒蛇腹」を花崗岩とする意匠を特

徴とし、とくに二階部分の連続アーチからなる窓廻りの意匠には「建築要素」とその構成による設

計理論の反映が考えられる。 

・毛斯綸紡織株式会社（大阪・1899 年竣工）23 

 本工場は新淀川沿岸に位置し、リヨンにて染色や応用化学を学んだ稲畑勝太郎24の創業によるも

のである。山口は茂庄五郎との共同ながら、11600 ㎡余りの煉瓦造工場建築と、約 4,000 ㎡の木造付

属建築物を設計した。後者には女工宿舎のほか、食堂、病院、売店などの福利厚生施設があり、ま

た栄養価の高い飲食材料を病院に供給するため、会社は乳牛の飼育や、養卵を行ったという25。こ

うした内容は欧米の労働者管理の概念であるパターナリズムを日本で展開した好例といえ、フラン

スで学修した山口と稲畑によって導入された背景には欧州の事例の参照を考え得る。 

・大阪市新設市街設計書（大阪・1899 年） 

 上記の三工場はいずれも淀川河川改修によって土地利用が可能となった地域に立地し、水運を活

用した計画となっている。この河川改修、および同時に計画と事業が振興した大阪築港は、山口と

ともに ÉCAM で学習した古市公威、沖野忠雄の深い関与がある。そして山口自身も 1899 年より大

阪市新設市街設計書（同設計図）により、市域拡張に伴う都市計画を提案したが、これらの事業お

よび計画は相互に深い関係を有する。山口の都市計画案の分析からは、17 路線の運河を産業用の水

運の基幹とし、それらと街路や公園とを組み合わせた、産業基盤形成を重視した計画であることを

指摘できる。とくに山口は運河沿いの土地利用を重視しているが、ここにもミュレやブーティリェ

などによる ÉCAM での講義内容や、山口が研修を行ったミュレの煉瓦工場の立地状況との関連がう

かがわれる。 

 

[まとめ] 

 以上本研究では、山口が ÉCAM で受けた建築教育の内容と、関西産業界における山口の業績の解

明を通し、山口が受けた建築教育が日本の産業基盤形成に果たした役割の一端を明らかにした。今

後の研究課題としては以下が挙げられる。1）ÉCAM の講義内容ばかりでなく「学外研修」

（Travaux de vacances）を通した産業基盤に関する学習の実態とその反映について明らかにするこ

と。2）山口の留学当時の ÉCAM の教育の歴史的位置付け。分けてもミュレの師の系譜上にあるエ

コール・ポリテクニクの建築教育とサントラルのそれとの相対的位置付けの解明。3）山口の建築設

計の技術と、大阪市新設市街設計書にみる都市設計技術（本研究で分析を行っていない区画町名に

関する設計等）の総合的評価と ÉCAM の教育成果との関係についての考察。以上などである。 

 

（ 発 表 論 文 ）                 

Junne Kikata and Ken Nakae, Japanese Students’ Studies at the École Centrale des Arts et Manufactures 

in Paris in the 1870s and its Impact on Urban Planning, International Planning History Society 

Proceedings，vol.18，2018 年 07 月（投稿済査読中） 
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